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前回までの審議内容について 

 

 

１ 工事請負契約に係る労働報酬下限額について 

 

㋐【一般】公共工事設計労務単価設定あり 

・公共工事設計労務単価の７５パーセントを基準とした金額とする。 

・公共工事設計労務単価が改正された場合は、労働報酬下限額も合わせて改 

正する。 

 

㋑【一般】公共工事設計労務単価設定なし 

・設定のあった直近３年の普通作業員単価との比率を使用し、その割合を乗 

じた金額とする。 

・今後、単価が示されなかった職種についても同様とする。 

 

 ㋒【特別】未熟練者（見習い・手元等）・年金等受給者 

・労働者の合意の下、見習い、手元等として使用者が判断する者や年金等の 

受給のため労働の対価を調整している者は、業務委託契約・指定管理協定に係 

る労働報酬下限額と同額の金額９１０円（１時間当たり）とする。 

 

 

 

２ 業務委託契約及び指定管理協定に係る労働報酬下限額について 

 

 ㋓【一般】 

・豊川市臨時職員賃金又は、地域別最低賃金の１％を上乗せした額の高い金額

の金額９１０円（１時間当たり）とする。 

・地域別最低賃金が改正された場合は、労働報酬下限額も合わせて改正する。 

 

㋔【特別】未熟練者（見習い・手元等）・年金等受給者 

・【一般】業務委託契約・指定管理協定に係る労働報酬下限額と同額の金額  

９１０円（１時間当たり）とする。 

 

 

 

３ 意見 

 

・条例の施行状況を見ながら、労働報酬下限額の引き上げ及び労働環境確認 

書の内容確認のための添付書類について検討する。 

 

資料３ 
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平成３０年３月適用の公共工事設計労務単価から算出した場合の 

工事請負契約に係る労働報酬下限額 

 

  

 ※平成３０年３月適用の公共工事設計労務単価の７５％で算出しており、労 

務単価が改正された場合は、改正後の公共工事設計労務単価の７５％が労 

働報酬下限額となります。 

 

【工事請負契約】                     （単位：円／１時間当たり） 

 職 種 労働報酬下限額  職 種 労働報酬下限額 

01 特殊作業員 ２，０９１  27 普通船員 ２，０１６  

02 普通作業員 １，７９１  28 潜水士 ３，６２９  

03 軽作業員 １，３６９  29 潜水連絡員 ２，３５４  

04 造園工 １，８８５  30 潜水送気員 ２，２０４  

05 法面工 ２，４７５  31 山林砂防工 ２，５１３  

06 とび工 ２，３８２  32 軌道工 ３，５２５  

07 石工 ２，６１６ 33 型わく工 ２，４００  

08 ブロック工 ２，５４１ 34 大工 ２，３９１  

09 電工 １，９１３  35 左官 ２，２１３  

10 鉄筋工 ２，２１３  36 配管工 １，９２２  

11 鉄骨工 ２，２３２  37 はつり工 ２，２６０  

12 塗装工 ２，３４４  38 防水工 ２，３７２  

13 溶接工 ２，５８８  39 板金工 ２，２１３  

14 運転手（特殊） ２，０５４  40 タイル工 ２，２８８  

15 運転手（一般） １，８５７  41 サッシ工 ２，２６０  

16 潜かん工 ２，８６９  42 屋根ふき工 １，９７０  

17 潜かん世話役 ３，３８５  43 内装工 ２，５１３  

18 さく岩工 ２，４８５  44 ガラス工 ２，１８５  

19 トンネル特殊工 ３，１１３  45 建具工 ２，０３５  

20 トンネル作業員 ２，２９７  46 ダクト工 １，８３８  

21 トンネル世話役 ３，３２９  47 保温工 ２，１１０  

22 橋りょう特殊工 ２，６５４  48 建築ブロック工 ２，８９４  

23 橋りょう塗装工 ２，８９７  49 設備機械工 ２，１８５  

24 橋りょう世話役 ２，９５４  50 交通誘導警備員Ａ １，３２２  

25 土木一般世話役 ２，１８５  51 交通誘導警備員Ｂ １，１３５  

26 高級船員 ２，５０４     

 

参考 


